
子ども読書活動推進計画の改定について  

 

１ 第ニ次計画が目指す子どもの成長（平成29年改定） 

 

 

 

 

 

 

【計画の目標】 「考えられる」、「伝えられる」、「大切にできる」子どもを育てていく。 

 

２ 「第ニ次計画推進のための方策」 

（１） 家庭における子ども読書活動の推進 

（２）地域における子ども読書活動の推進 

（３）学校・幼稚園・保育所における子ども読書活動の推進と連携 

（４）小田原ゆかりの文学を通じた子ども読書活動の推進 

（５）新たな図書施設の中での子ども読書活動の推進 

 

３ 改定のスケジュール 

【第三次改定実施時期】 ・・・ 令和４年度末 

【令和３年度】     ・・・ 計画最終前年次 

・計画実行の評価・検証、アンケート調査等、図書館協議会・教育委員会定例会報告 

【令和４年度】     ・・・ 計画最終年次 

・素案作成、改定案作成 

・図書館協議会協議、パブリックコメント、教育委員会定例会審議・決定 

 

４ 第三次改定に向けた検討課題 

（１）中央図書館と東口図書館の役割から見た成果の検証 

 ・図書館の果たす役割についての今日的な評価・検証 

 ・図書館運営方針の実行 

（２） 方策を推進する上でのポイント 

 ・指定管理者との事業連携 

・学校・幼稚園・保育所に対し、読書活動推進についての情報交換・連携拡大 

・方策を進めるためのエンジン、予算・人員の配置 

・方策に対する継続的な成果検証 

・新たな社会情勢の変化に対応 
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（４）成果の検証方法 

 ・目標数値を達成できなかった要因や外的要素の検討 

 ・数値目標の明示のない推進方策の評価方法 

・目標達成度評価と新たな方策展開の検討に役立つアンケート項目設定 

（５）新型コロナウイルス感染拡大期における影響の評価 

・緊急事態宣言発令による小・中学校の臨時休校 

・図書館の臨時休館（予約貸出のみの対応）（中央図書館改修工事による臨時休館を含む） 

・イベント等、屋外活動の自粛 

・電子媒体による情報の利用状況 

 

【数値目標】（第二次計画目標） 

① 乳幼児のいる家庭での読書をしない子どもの割合     ・・・【目標】１０％ 

② 児童書の年間貸出冊数             ・・・【目標】２００,０００冊 

③ ヤングアダルト向け図書の年間貸出冊数      ・・・【目標】１０,０００冊 

④ 本を読む児童生徒の割合      ・・・【目標】小学生９８％、中学生９５％ 

⑤ 学校図書館図書標準を充足している小中学校の割合    ・・・【目標】８０％ 

⑥ 団体登録率      ・・・【目標】幼稚園・保育所６０％、小中学校１００％ 


